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Abstraet

This　paper　discusses　the　POtential　of 　pictUre　books　to　be　used 　iltle

preParation　of 　children 　patientS．　Picture　bookS　wi血 irnpressive　of

pictUre馬 stOries，　 and 　 wordings 　 woUld 　gre飢1y　benefit　chi 且dror1，s

emotional 　stability　when 　used 血 adequate 　contents 　and 　timing．皿1e

paper　presents　 seme 　flctual　cases 　of 　impressive　piσrure　bookS　on

hospitals．　Howev ロ 」 somo 　pictures　ft）llow　socia 旺y　cOded 　seencs 　in

the　heatth・c缸 e   v     cn ゆ ose 　of 　which 鵬 mw 　rec面 ed　by

隅   t   ov 頷 o 囲   伽 h《鼬 盟 e 伽 iH卿 1飽 血 島 desi解 齟

mamge 皿 ent　field．　Thmugh 血e　idca　of 　childcare　pIojeCt　and 　piσture

book　effeCts，伽 s　paper曲 ows 重he　pr  ess 　of 　wor   g　on 　a　pictUre

book　as　a 【ユ憾 ｝Tmer 　for　dhi！dピen   apartioular 　hea【theare　facility

背景 ・目的

　 医療技術の 高度化 、専 門化 に 伴 い 病院建築 の 物理的環

境は ハ
ー

ドなもの とな り、利用者の 心理的負担 を増や し

た。1990年代 か ら ヘ ル ス ケ ア 施設 で患者や訪問者、ス タ

ッ フ が感 じる ス トU ス を緩 和 し、医療行為の補助 ・治癒

促進を 目指 し、デザイン ・環境で 心理的にサポ
ー

トす る

支援的デザイ ン の 重要性 が数多く取 り上げられ て きた。

　子 どもの 生活 におけ る 厂遊び 」 の 役割を再認識す る 必

要性や、絵本 を コ ミ ュ ニ ケーシ ョ ン 手段や メ デ ィ ア と し

て位置づ ける絵本学を注 目して い る。「病院 の 絵本」研 究

を通 じア
ー

トの 導入方法に関心を抱 い て お り、ウ ェ イ フ

ァ イ ン デ ィ ン グや治療等 の 説明への 展 開も考え られ る。

心理的支援 は治癒 の 促進、生活の質の 向上を期待 で き る 。

　本稿で は、チ ャ イル ドライ フ の 観点から子 どもの ヘ ル

ス ケ ア 施設 における案内支援と して の 絵本 の ニ
ーズ を明

らか に し、絵本 の 表 現 手 法 を 整 理 す る こ とによ り、実際

に 案内支援用 の 絵本制作 に活 か す こ とを 目的と して い る。

チ ヤ イ ル ドライ フ ・プロ グラ厶 （CLP ）

　 R．H ．　Thompsoq 　G 　Stanford文 1
による CLP の 目的は、

（1）子 どもが入院 ・治療に伴 う不 安、ス ト レ ス に対処 で き

る よ うに援助す る 。

（2）子 ど もの 年齢相応 の 発達を援助す る。

子 どもの 理解力や適応力 を信 じる こ とがチ ャ イル ドライ

フ の 思想で ある。小 児医療に お い て検査内容 を子 どもに

隠し、嘘をつ く こ とは、子 どもの 心を傷つ け、信頼感を

損 な うトラウマ へ の 発展が懸念され る。

■ チ ャ イ ル ドライ フ ス ペ シ ャ リス ト（CLS）の役割

　CLS が行 う避びは、単なる コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 手段 と

し て の 遊 び で は な く、子 ど もの 心 を 癒す治癒的 な遊 び に

よ り、子 どもは十分に心 を開放させ る もの で あ る 。

口子 どもの ニ
ーズ を知 る ：実際に会っ た時 の 印象 （主観

的見解）とカ ル テ の 記載事項等（客観的見解）をもとに それ

ぞれ の 子 ど もの ニ
ーズ を 明 ら か に し、援助計画を立 て る。

口遊びの援助 ：子どもにとっ て遊びを 「不安や ス トレ ス

を軽減 す る遊び 」 「発達 を促進す る遊び 」 「自立性を育む

遊び」 「自己 治癒 的な遊び ［ と位蠶 づ け る 。

囗 プ リパ レ イ シ ョ ン （Psycholqgical　Preparation）：病院に お

い て子 どもが検査や手街に臨む際、心 の 準備 を して 臨 め

るよ う援助す る。イ ン フ ォ
ーム ド・コ ン セ ン トとは 異な

り、不 安な気持 ちや疑問点 を引き出す こ とを貝的 とす る fi

口 兄弟姉妹 へ の 精神的サポー ト ： Family−centered 　care に

則 っ て 患児同様 ス トレ ス を抱 える家族 の 心 の ケ ア を行 う。

　以 上 の 4 項目 は CLS の 主な役割で あ る 。 本稿 で は特に

プ リパ レ イ シ ョ ン ・ツー
ル として の 絵本に着 員 し て い る。

囗 案 内支援パ ン フ レ ッ ト と し て の 絵本 の ニ ーズ

　建築的観点 に おけ る 利用者 の 案内支援シ ス テ ム とし て
、

来訪す る際 の 施設案内に、どの よ うに CLS の役割 を担わ

せ る かが婁要で ある 。 昨今 、 小児看護学会にお い てプ リ

パ レ イ シ ョ ン と して 絵本 を用 い るケ
ー

ス が報告 され て い

る b 親子 が 同時に病気等の情報を得る こ とで 、 不安の 軽

減に繋が る 。 東北大学病院の 独 自の 子 ども向け入院案内

パ ン フ レ ッ トは 3歳から小学生までに配和され る。

　前者は 主 に 医療行為 に つ い て、後者 は 主 に院内 の 設備

や活 動内容 を説明するもの で ある b 子 どもの 施設 で は子

ども向けの情報提供をする こ とで 、「何をされる の かわか

ら．な い 」不安が減 り 、
ス ム

ーズ に 処置を行 え
・
ると考える’

e
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絵本の効果と 、 物語性の施設デザイ ン へ の 反映

■絵 の 表現方法

　子 ど も向け の情報提供手段と し て絵本 を捉 えるにあた

り、笹本 ら
文 3

に お け る 「絵本 の 方法
一
絵本 表 現 の 仕組み

一
丿 に よる分類 と、 藤本

文 4
に よる分類 を取 り上 げ、絵本

の 構成 の 主 な項 目を抽 出 し た。（表 1）画面展開 （部分）

の 分類に関 し て、笹本 ら
文 3

が画面 ごとの 分類を行 うの に

対 し 、 藤本
文 4

は ペ ージタ
ー

ナ
ー

と次画 面 の 関係性 に つ い

て型 をつ く り分類 し て い る。全体 として 、笹本 ら
X3

の 分

類で は視覚表現の 手法を分類 して お り 、 藤本
文 4

は絵本の

構成 、
ペ ージの 機能等に重点を置 い た分類であ る。

　本稿 で 紹介す る絵本制作過程で の 絵本学研究 と し て
、

各項 目で詳細な分類を優先に参考とし た e．

　裹 1．絵 の 衰 現 方 法 に 関す る分類 の 比較　　
．一．一一．

　
一

笹本
、
（文 4 型 ・

皸 r協加
rガンビーさんの ドライブ』

魅

　　　　 1　　　　 玄 凸　絵と
こどまの

閲係 性 「分担」 「組反」
7おおかみ と七ひきのこやぎ』

苅

　　　　
一
　 と臥 猷 腰 うし』

獅

τ  手」 「絵の 流れ」
rミワ フィとメラニ ー蓋

魑

7どうん ニハ リー』
幽

画面の

搬
R逆勝手」

「鐙の 逆方向嘛
　　　柑

晦 おぎなか覗
鮎

rハ ・　 粒 クー憲の 　 　
鶏

「べ
一
ジタ

ー
ナ
ー

」：

めくる欲求をおこさせ

　 るも似 し酬 ，

血＿＿ ＿．＿ ＿＿
『アンガスとあひる』

知

昌→ 日
掛け合い型

『三びきのやぎの黼 どん』
処

r引ま」：

豌 老に ペ ージを

め くって汝画 面をみた

いとLう欲求を抱かせ

るような画亜の作用

c→汀
間啓型

rどう尋瓢 りと臓 ほん』
顕

酬
ぽ 分 ）

咼→ ｝→日

局
一
髱
一
筈聖

rやさし  層
勲べ

1
・
ジ

舮 B→日
’→8’

タ

宿み重ね型
階 ん ぎょ 酬 コfた』

餌

「躑 ナ」：

前圃 〕喝 の魏 の

期待に 応じてこれを引
獅 ナう

1
ナ

1

（rべ 一ジター
ナ
ー

」の汝画 面

に相当する）
随L たは月よう日』

灘

o「止め」：

擁者をその画面 ：見

入らせ釘づけにして画

面展開を停止さぜ るよ

うな作用

〈「問
一
鰹

型｝に組当する）吼 だ ‡月よう日3
黔

A→［｝→A’→E
’

「反復」二

類 似又は 同一の 画面

を何　 丶くり
1 rガンビー鯲 綱 屯 あモび』

離

■．→ 　　
「

齶
（全体）

照 応」：　　　 時

闇軸 こ沿った爆鬧庭

通じた表現内容 ：封

し、空間的な構薬物

の継まりとして
一
体惑

をもた 廿る

肋比喝 ゆうの うろこ5魅

醐 虱点 賜 い畿 お う税
殫

甌 やや引いた視点 冒たま
一
』
卿

眺 勵 刃や の サ ンタ』
鎚

視点の切り替え h4ひきの硬 み酵
3

饗巨・、　　　　彫P
まお　　　 ／

”tlt｛q’e　　　 が

攤噸
　 厘ll　 「反 復 1 の例

i耄

「い な いい ない ば 捌

繋
紬

■発達支援の絵本

絵本は 医療行為等の 紹介に留ま らず、子 どもに 対する効

果的な情報伝 津 手 法 と して 、療 育 ・リハ ビ リテ
ー

シ ョ ン

の 観 点か らも期待 され て い る。 近年 、 発達障害が ある子

ども向 け の 読み 闘 か せ に ふ さわ しい 絵本が紹介 され て い

る。発 達支援 として みた絵本の効果は、反応を促進する、

語彙を増やす 、 想像力をつ け る 、 か らだを動か す、自信

をっ け る、計算や挨拶、集団生活 の 練習があげ られ る。

ス ト
ー

リ
ー

展 開 の 早 さが理 解度 の 低下へ 繋がるた め、繰

り返 しの 多い 絵本 が 好まれ、聞 く力 を育て る と考 えられ

る n 絵本 の 表 現 方法 で い う 「引 き 1 「受 け 亅 の 「反復 1 が

これ にあた る 。 （図 1）読 み 聞かせ をする 上 で、七 五 調等

の リズム 感は楽 しみなが ら読み聞かせ る要因 となるn

靨 施設デザ イ ン と物語性

　 こ こ で は 施設デザ イ ン に物語を反映 して い る事例 を報

告す る。施設独 自の 物語 は情報提供をす る上 で 様々 な展

開が考え られ 、案内支援 とし て多 くの 展開 が 期待 で きる。

口 あい ち小児保健 医 療 総合 セ ン タ
ー

（図 2，3、註 2＞

施 設 を 物 語 の 設定 と し た 「どん ぐ り くん とマ ロ ン ちゃ

ん 」 とい う物語 をホ
ー

ム ペ ージ 上 で 絵本形式 に 公 開し て

お り、同様の絵を施設 内イ ン テ リア デザイ ン に展開 して

い る 。 そ の他の仕掛け と して 浮 き出た小 さな陶器 の 動物

の 群 れ の 表現 は触 りた くなる仕掛 けで 、 感覚を刺激する

の に 役立 っ 。また、絵 を四分割 した タイ ル の 組合せ は ク

イ ズ感覚で楽 しむ こ とが で き る。

図 2 施設デ ザイ ン

・韈 麟 轟 離轍一 1：勲 繰

メ ・
ジ．繍 諺　 ご

，議◎ 諜  

　 炉 　 　　 　
隔

　 　　 　騰 　 　　　 讐

蜘 藤 騰 一 鋤 癬 黯

図 3 図 2 の もととな っ た描 写

D サ ン デ ィ エ ゴ 子 ども病院 （図 4，5 註 3）

　実在 し た入 院患児 の 空想 の 世界 か ら発展 した 「カ ーリ

ー
と魔法 の ガ

ーデ ン 1 の 物語 はホ ーム ペ ージ 上 に公 開 さ

れ て い る 。 登場す る動物 の ブ ロ ン ズ像や情景を表現し た

が ヒ
ー

リン グガ
ーデン に設置 され て い る。

厘．
ー，、．

噸げ．．
量

｝槲

、
霞

欝

撫
レ

ゴ
5

　四凡
鱆

￥蝓ム

図 4   デ ザイ ン 図 5 図 4の らを を な っ た給 本
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子 ども向 け案内支援のため の絵本制作プ ロ ジ ェ ク ト

匿絵本制作の 意義

　子 ども向け の わか りや すい 案内支援 の ため、医療行為

だけでな く施設 の 印象 を含め た全体 の 印象を伝 え る こ と

で 、 空間と活 動をイ メ
ージ しやす く効果的なプ リパ レ イ

シ ョ ン とな り得る。また家族や ス タ ッ フ が子 どもに対 し

説明する際に もわか りやすい 情報提供 が 可能 となる。

■施設概要　豊橋市 こ ども発 達セ ン タ ー謝

　当セ ン タ
ー

は、「保健
・
医療 ・福祉」 の拠点 と して 豊橋

帯保健所・保健セ ン ターと併設 し 2009年 4 月に設置 され

た 。 保健 セ ン タ
ー

と連携 を図 り、発 育の 段階に お ける 障

害等 の 早期発 見、適切な支援を行 う療育シ ス テ ム の 中心

的役 割を果 たす為各部門に分かれ て サ
ービ ス を提供す る。

■ 絵本 の 対象施設 の 選定理 由

　対象施設 となる豊橋市こ ど も発 達セ ン タ
ー

は 、施設の

内観 を示す パ ース を含め た施設案内ホ ー
ム ペ ージ が 開設

され て い る が リハ ビ リに関して 、子 ども向け の 案内ペ ー

ジは まだ開設 され て い ない。 リハ ビ リ前の プ リパ レ イ シ

ョ ン は、発達 障害の 子 ど も に とっ て も
一

日の 活動を説明

する 上 で有効で あ る 。 様 々 な リハ ビ リが 存在する中、リ

ハ ビ リの
一部 が伝わるだけで も、警戒心は軽減されるだ

ろ う。ざ ら に 絵本 と実際 の 施設 の 対応 を理解で き る と空

問認知 の 訓練 と して も効果的で あ る。

図 61 階平面図

部 門別 ゾー一一　＝ ン グ  

舞響繁蠱 靉
妻麟 事鴛 一一

唖 睡　 蟹

雛 靉
艦

熱

麟 ギ 毒∴
：

　 匸匸匸　　　
’
　　　 匸匸ffl　　　　 ・蕁・ミ地 　　

『
　 　　ゴ’　　　’　ドに　／／tゆ，t　　　ぼ　レ　　　　　　　　t／　t／．tげ　　　　
　 　 　 　 　 　 　 2階平 面図

  ．．．．．．．＿   一一一  一 ・一

　本稿で 取 り上げ る こ ども病院を特に参考 に子 どもの 福

祉施設 に お け る案内支援 の 手 法を提案 した い 。

隠 リハ ビ リ諸 室 の 儻 設 デ ザイ ン

　アーテ ィ ス トに よ っ て 提案され た イ ン テ リア の ア ート

ワ
ー

クは、壁面 に描 かれ た動物を探 しに冒険す る物 語を

柬訪者が 自 ら創る とい 弓もの であ る．．所 々 、案内役 の コ

ト リが登 場する。診療室 で は、望遠鏡で覗 い た世界を表

現し 、 動物 の 体 の
一

部を示 し、どの 動物 かを当て させ る

ク イ ズ 形式 とな っ て い る。リハ ビ リ諸室では、療法ごと

で扉の 色 が異な り、そ れぞれ の 室を区別す るサイ ン とし

て
一

室ず つ 異な る 種類 の 動物 の キ ャ ラ ク タ
ーが描か れ て

い る。涌騾諸 室は薦の 名 前がサ イ ン とな り、諸室は そ れ

ぞれイ メ ージカラーで分けられ て い る 。 壁 面 の 連続す る

凹凸 の 丸型 アー
トは触 りたくなる仕掛 けの ひ とっ で あ る。

驃絵本 の 設置場所

　主 な設置場所 の プ レ イ ル ーム （PR ）は
一

目約 30 組が療

育前後に 30 分程 度の 利用 が ある。遊び空間に絵本 を設置

する事で 無理 なく自然に興味を持たせ る事が 可 能 となる。

PR は、子 ど も が遊 び に 没頭 し たとき 、自分 で 自分 を癒す

貴重な棗閲 で もあ り、設 蹟場所 として 適 して い る。

表 3 リハ ビ リ諸室の 施 設デ ザイ ン 　
．
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膕物語の 構成

　物語 で は、ア
ー

テ ィ ス トによ り描 か れた各室の 動物を

主 な登場キ ャ ラクタ
ーと して い るが 、物語 の 構成は 本研

究チ ーム と 三 重大学美術部の 共同で 発展させ た。全体は

三 部構成 で 、案 内役 の コ トリが 子 どもの 成長 に 不安を抱

える親子 の 相談を受け、リハ ビ リまで連れて い く流れ。

物 語 で 伝えた い こ とは、「人 は それ ぞれ得 手 ・不 得手 が あ

るけれ ど、お 互 い 支 えあ っ て 、皆 で 仲 良くして い こ う。 」

□ 第・一部

　 コ トリがプ レ イル
ー

ム や相談室 で 動物 の 親子 と出会 う。

待合空間に は複雑な顔を し た親が子 を見守 っ て い る描写

が あ
’
り、次の 画面で コ トリは

一組ずつ 親子を誘導す る。

．一．． 誕 綿 　　　
・

隔 警
：

姿

欝 蜘 薄 1

□第 二 部

　 コ トリは
一
組ず っ 親子 に心配事 を闘き 、 各リハ ビ リ室

へ 誘導 し、活動内容を説明する。第二 部で は、様 々 な リ

ハ ビ リ療法 を確 認 す る 上 で 有用だ と考え、「弱 き1 と 「受

け 」 の 「反復 」手 法を用 い る。

匚］第三部

　 コ ト リは 最径に残 っ た轍物 の 親子 を 涌圃教室 へ 謡導 す

る。親子 が集ま り、集団生活を経験 し、仲間を増やす。
「また遊 ぽ う」とい う終わ り方 で 通園の雰囲気を伝え る 。

口網 〔俗 咼程 に お け る 謖 腰

　今回 、福祉施設 の 案内用絵本 の 制作にあた り、最初 の

課題 は 単 な る 施 設 紹介 の 絵本 で は な く、楽し い 絵本 か っ

メ ッ セ ージ 蝉 の あ．る絵本に す る こ と だ っ た．！．か し． 1J

ハ ビ リの 内 容 を ど の よ うに伝え る か 、 反復や リズ ム の あ

る こ とばを組 み込み方、ス ムーズな物語構成 が議論の 的

と牟 ウ た．今後 の 課 題は。絵本 の 製本 に 向 け て 文字の 挿

入や写真を掲載し た施設の 紹介ペ ージ の 構成である。

まとめ

　今後は本稿 では、子どもの ヘ ル ス ケア施設 におけ る子

どもへ の 情報提供 の 必 要性 と そ の 効果 的手段 とし て 絵本

の ニ
ーズ が明 らか となっ た 。 本稿で 取 り上げ た 絵本 の 表

現方法等を参考 と し、絵本 を制作 し、設置す る際に は前

後調査 を行 い
、 案内用絵本 の 使 われ方 を確認す る予定で

ある。初めて診療 に来訪す る親 には、親が事前 に施設の

写 真 を撮影 し、子 に流れ を説明す る親子 もい るとき く。

今圃制作する絵本が彼 らの 手助けとなれば嬢 し い 。

　　　　　　　　　◎　　　　　　　　　　　　　　　　　
1
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  誘導 して くれ た コ トリに お礼 をい い 、リハ ビ リをす る

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 図 6　 第二 部　 「反 復」 手 法
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